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★  会員一人一人が運営委員です。みんなでオレンジ HC の運営に参加しましょう。 

★集会・委員会のお知らせ★ 山行の一歩は集会参加から          

 １１月 １２月 時   間 場   所 

運営委員会 ７日(水) １２日(水) 19:00～21:30 西諫早公民館 

ひまわり集会 ２日(金)  ７日(金)山行時 13:30～15:30 西諫早公民館 

全体集会 ２１日(水) ２６日(水) 19:00～21:30 西諫早公民館 

NNNooo222777222   

222000111222 年年年 111111 月月月号号号  

10 月 8 日 夜峰山から見たこれから登ろうとする御竃門山 予想外に厳しい山だった 
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定員オーバー気味の御竃門山山頂登ってしまえば皆笑顔 

夜峰山の下りでは地図とコンパスの勉強 
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部 技術研修部 自然保護部 山行部 ひまわり山行部 技術研修部 

月  ・  日 4 (日) 6(火) 10(土)～11(日) 16(金) 
24(土)(北山キャンプ場) 

25(日)(千如寺・雷山) 

山   名 

(行  事) 
大野岳 矢上普賢山 

久住･中岳･大船 

法華院温泉泊 

琴平岳(334m) 

鳥 甲(769m) 

北山ｷｬﾝﾌﾟ場ﾃﾝﾄ泊 

翌日雷山(955.4ｍ)登山 

地   図 神浦 長崎東北部 大船・久住 多良岳 背振山・雷山 

集 合 時 間 
西諫早駅

8:00  

県営バス駅前 

8:23 

諫早駅裏 6:20 

西諫早駅 6:30 

諫早駅裏 8:00 

西諫早駅 8:10 

西諫早駅 9：00 

難  易  度 初級 初級 
縦走・ゆっくりの

2 コースあり 
初級 

１日目はキャンプ場で 

セルフレスキュー 

翌日雷山千如寺 

帰 着 時 間 17:00 14:06 矢上発 17:00 17:00 11/25・17:00 頃 

歩 行 時 間 2h 3h 3～5h 3h 3h 

交 通 手 段 マイカー 公共交通機関 マイクロバス マイカー マイカー 

宿 泊 施 設 日帰り 日帰り 
法華院山荘 

(数名寝袋要) 
日帰り 

背振ｷｬﾝﾌﾟ場/寝袋持参

(ｵﾚﾝｼﾞに貸出あり） 

温   泉 無し  入浴あり  やまびこの湯 

参  加  費 2500 円 交通費実費 15000 2000 円 6000 円 

申 込 期 限 随時 随時 定員になり次第 随時 定員になり次第 

集   約 
佐原 

 

中村 

 

田中 

 

林 

 

佐原 

 

備   考 
ｷ ﾘ ｼﾀ ﾝの歴

史道 

身近な山を登

ります。 

紅葉観賞登山 

法華院山荘では

チェロ演奏会有 

琴平の後､南河内

に移動して登る 

千如寺の大楓･雷神社の

大イチョウを見学 

感想文提出 11/14 11/16 11/21 11/26 12/5 

111111 月月月ののの山山山行行行計計計画画画   

９
月
予
定
の 

再
チ
ャ
レ
ン

ジ
で
す 

キ
ャ
ン
プ
場
の

変
更
で
す
。 

他
は
い
っ
し
ょ 

外海の大野教会 

素朴な石組の作り 
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第 12 回 登山フェスタ in 雲仙 

期 日 10 月 27 日(土)～28 日(日) 

場 所 有明町 ｢舞岳山荘｣  (☎0957-68-1111) 

27 日  西諫早駅 1:00 出発 

           フェスタ受付＆オリエンテーション 2:00～2:40 

           開会式 3:00 

           (各自、自分の食器、翌日の昼食、行動食程度を持参して来てください) 

28 日  交流登山 

     Ａ班、雲仙新登山道(健脚)コース 

     Ｂ班、田代原自然観察コース 

     Ｃ班、九千部岳登山コース 

     Ｄ班、舞岳登山コース(8888 段) 

     E 班、牛首岩登りコース(雨天時セルフレスキュー) 

  

部 技術研修部 ひまわり山行部 山行部 自然保護部 

月 ・ 日 12/1(土)～12/2(日) 12/7(金) 12/16(日) 12/19(水) 

山 名 

( 行 事 ) 

霧島山系白鳥山 

甑岳・韓国岳 
小浜～唐比 

秋吉台 

龍護山・若竹山 
諫早小野金比羅岳 

地 図 
高千穂峰・霧島温泉・

韓国岳・日向小林 
愛野・肥前小浜 秋吉台 諫早南部 

集 合 場 所 
諫早駅裏 6:20 

西諫早駅 6:30 

諫早駅発 

島鉄バス 8：20 

口ノ津行き 

諫早駅裏 6:20 

西諫早駅 6:30 

諫早駅 8:38 発 

島原鉄道 

難 易 度 ゆっくり班あり 初級 初級 初級 

帰 着 時 間 19:00 頃 17：00 頃 20 時 16:00 

歩 行 時 間 4ｈ/5ｈ 4ｈ 4ｈ 3.5ｈ 

交 通 手 段 マイクロバス 島鉄バス マイクロバス 島原鉄道 

宿 泊 施 設 国民宿舎みやま荘 日帰り 日帰り 日帰り 

温 泉 あり 唐比温泉 あり 無し 

参 加 費 15000 円 交通費のみ 5000 円 交通費のみ 

申 込 期 限 定員になり次第 各自 定員になり次第 各自 

集 約 佐原 林 田中 中村 

備 考 
忘年会兼山行です。 秋の海岸を歩きます。 さわやかな草原歩

きです。 

景観のすばらしさ

は諫早屈指 

感想文提出 12/12 12/17 12/26 12/29 

111222月月月ののの山山山行行行計計計画画画   
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     あたらしい仲間 ☆ 松岡 正樹さん 
 

10 月 8日からの入会です。よろしくおねがいします。 
 

 

 

 

 

９月２２日（土）～２３日（日） 

         九州ブロック広域捜索救助訓練 

 

（参加者）川原、坂口、山下、国分 下釜 松園 計６名（長崎県連：23 名参加） 

（行 程）9/22 諫早発 9:00～10:30 黒髪少年自然の家 

     9/23  黒髪少年自然の家 14:00～15:30 諫早着 

（感 想）受付は 13 時からになっていたが、11 時から関係者の打ち合わせがあるというこ

とで、諫早組は坂口さんの車で 9 時出発、少年自然の家に着いた時には国分さんも既に到着

していた。関係者が誰々なのかわからないまま午後の講習会の打ち合わせに入ると、明日の

訓練コースのＣＬ、ＳＬ、ＡＤも入っての話し合いだということが分る。揃わないメンバー

もいたが、一応各グループのＣＬ、ＳＬ、ＡＤを中心にテキストに沿って講習を進め、講師

の川原さんと、柿木さんは各グルー

プを回って指導する形になる。耳に

はしていたが、佐賀県と九ブロ事務

局の対応がかなり大雑把であるこ

とが実感できた。昼食を済ませ、午

後から開会式が始まった。黒髪山を

守る会の吉島幹夫氏が来賓挨拶を

されたが、“黒髪酒呑童子”という

小説家でもある由、川原さんはこの

方からお酒の１升ビンをもらい、下

釜さんが最後まで酒番をしていた。 

 講習会は翌日の捜索訓練の班毎

に分かれ、自己紹介から始まって、

ロープワーク、背負い搬送、担架搬送、雨具搬送と進み、最後はカウンターラッペルまで実

技講習が行われた。各班ともＣＬ、ＳＬ、ＡＤを中心に進んでいたが、参加者のレベルにか

なり差のあることが分かった。講師中心のやり方ではなく、各班の主体性に任せるやり方を

2012年9月/10月の山行報告 
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採ったので、時間のロスは少なかったように思う。 

 17 時から夕食と入浴タイム、19 時からは第 2 弾のテーピング講習が入っているので、ゆ

っくりお酒を飲んでるわけにはいかない。労山の仲間でもある整形外科医の北島医師による、

足首の捻挫を想定したテーピングを見た後、実際二人一組で実習に入った。私は下釜さんと

国分さんの 3 人で実施したが、テープを剥ぐ時わざと引っ張って剥ぐので参った。皮膚に沿

わせてゆっくり剥ぐのが痛みは少なくて済む。 

 キネシオテープと違って、実際捻挫を起こした時の処置なので参考になった。 

 20 時 30 分から交流会がスタート、県連別に席は分かれていたが、飲むほどに酔うほどに

旧交を温めあう場面が見られた。長崎県連は全員で「多良岳賛歌」を歌った。 

 最後は全員で肩を組み合って大きな輪を作り、「坊がつる賛歌」を歌って散会した。 

 宿泊棟の部屋で、酔いの残った山下女史がオレンジの替え歌を歌ったら、同室の西都山岳

会の中村さんに大受けで、歌詞カードを所望される一幕もあった。 

 二日目、7 時朝食、8 時 30 分いよいよ捜索救助訓練開始、各班に分かれてスタートした。 

私が所属した 1 班（黒岳コース）は参加者 16 名、登山口スタート 9 時 15 分、ダミー発

見 9 時 50 分、1 名は手首骨折と足の捻挫、もう 1 名は足の骨折という想定で応急処置を施

し 10 時搬送開始、登山口到着は 11 時であった。 

黒岳の山頂直下は急斜面のズルズル道で、最初はザックによる背負い搬送、山の中腹から

は雨具による担架搬送で下った。全行程を交代で搬送できたので、チームワークが素晴らし

かった。午後、各班からの報告があったが、どこの班も似たようなコースタイムで訓練が出

来ていたようであった。 

報告会では、前日の講習が実地訓練で生かせたという声や、手も足も出ない高度な技術で

はなく、これからの山行に生かせる身近な救助方法だったという声が多く聞かれた。 

オレンジメンバーは各班で活躍し、リーダー達から感謝されていた。 

セルフレスキューをあまり実施していない県や会には、良い刺激になったのではないかと

思う。参加した会員にとっては川原さんの薫陶を生かせる機会にもなった。 

（記録 松園） 

10 月 8 日（月、祝） 

夜峰山・御竃門山 

（参加者）川原、中須賀、中里、兵庫、佐原、中村、松園、田中(静)、高森、下釜、山下、

星子、松岡  （13名） 

（行  程）6:20 諫早駅ﾛｰﾀﾘ～6:40 西諌早駅―長崎自動車道―金立―熊本 IC9:05－垂玉温泉

9:55－登山口発 10:20―夜峰山山頂 11:20－池の窪園地―南阿蘇登山道出合

12:15(昼食)同発 12:30－登山口探すーバスを呼ぶー御竃門山登山口着 14:20(火

の山トンネル口)登山開始―北ピーク 14:50－御竃門山山頂 15:05－下山―下山完

了 16:00－久木野温泉 16:30－同発 17:05－諫早着 20:25 
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（感 想）数年前、公民館講座「四季の登山」に参加しました。 

 最近 テレビで山の紹介がされています。私も登れるだろうか？ 

まず、体力をと思い公民館に相談、｢オレンジハイキング｣を紹介していただきました。 

 会は長い歴史と経験豊かな皆様で組織され、平均年齢も高く和気あいあいとしていました。

大丈夫と思い入会を決めました。 

 10 月 8 日、夜峰山、御竃門山の山行に

参加しました。 

夜峰山は初心者の私には最高でした。心

地良い秋風と野の草花に心癒されながら

歩きました。又、地図や磁石の見方も教え

ていただきました。 

 御竃門山は巾が 10センチ程と思える尾

根歩きです。足がガクガク這うようにして

まわりの草や木を握って登りました。山の

土がとても軟らかでした。私など登る事の

出来ない山に｢ザックを空にして｣という

先輩方の知恵のもと無事登り下山するこ

とができました。 

 ありがとうございました。 

 目的とする山に登れる日を夢みつつ体力をつけて頑張ります。よろしくお願いします。 

(星子 記) 

 

10 月 19 日(金) 

雲仙登山新ルート 

（参加者）中里、小山、川原、兵庫、佐藤、星子、下釜、林田、金丸(直)、山下、山口、 

森(寿)、林、森川(外)        （14 名） 

（行 程）諫早駅 8:20 西諫早駅 8:30－仁田峠 9:40－薊谷 10:10(装備の紹介、地図の説明、

ストレッチ）新ルート展望所 12:30(ランチ) 同発 1:07－普賢岳 1:37－下山―池

の原園地駐車場 3:40(セルフレスキュー) 帰宅―西諫早着 5:20 

（感  想）秋空の下気持ち良い山歩きが出来た。今日は登山教室も兼ねてる登山なので装備

も気合いが入る。配色はどうだろう？暑さ寒さは？・・・。この季節いつも暑いかな寒いか

なと言うのが問題である。ダウンを持っては行くが雨具で防寒着の役割をしよう。 

 さて、今日は小山さんと中里さんが車を出して下さってる。往時は小山さんのキャンピン

グカ―に乗せてもらった。ワゴン車をキャンピングカーに改造してあってなかなか快適であ

る。ルートは別所ダムを通るルート。ここは雲仙への最短ルート。信号もほとんどなくてス

ムーズに仁田峠に到着。さすがに寒いので薊谷まで行ってストレッチすることに。 
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薊谷に着いたら今日は新顔が多いということで、まず装備の説明そして兵庫さんが地図の

説明を簡単にしてくれる。 

薊谷からは班体制を組んで山下がトップ

川原さんがラストをみてくれた。私は少しで

も秋の花が咲いてれば説明しようと思った

がさすがに 10 月の半ばで余り花は見れなか

った。「ミカエリソウ」「ヤマアジサイ」「ア

キノキリンソウ」「ダイモンジソウ」などの

咲いた後がかすかに残っていて説明をした。

「雲仙マユミ」がきれいなピンクの実を付け

ていた。 

比較的ゆっくり歩いたせいか高岩の峰に

着いたらお昼を過ぎていた。あまり風が無か

ったのでここで昼食を取ることにした。30 分の昼食の後も兵庫さんの地図のレクチャーが

再開し熱心に耳をかたむけていた。以前この新ルートを歩いた時は気づかなかったが道のあ

ちこちから湯気？が出ていてそこに手をかざすと温かい風が出ていて温泉とか地獄とかを

身近に感じる事が出来た。ここから霧氷沢を経由して普賢岳頂上についたのは 1 時半くらい

だった。ここも登山者が多く兵庫さんの知り合いのかたにカメラのシャッターを押してもら

った。ここから眺める山肌はもはや紅葉まっさかり。カメラをあちこちにむけてシャッター

を押しまくった。ゆっくり昔のルートを下山すると登って来る人が時々ある。ここから登る

と新ルートへはいけませんよっとついつい教えてしまう。この新ルートの説明は少し解りに

くいので。しかし平成新山を間近に見れるこのルートは本当に季節を通して素晴らしいと思

う。すっかり雲仙を堪能した後、いつもなら温泉に入るのだが、登山教室も兼ねた今日の登

山は最後に池の原園地の駐車場でセルフレスキューを行った。まずボーライン結びから始め

てムンターヒッチ、エイトノット等皆で教え合って、斜面の上からムンターヒッチで下りる

練習は皆楽しそうに行って今日の山行を

終りとした。 

雲仙という近い場所だったけどなんか充

実した満足した一日だった。新しく来ら

れた森川さんも「楽しかった」と言って

頂いた。快く車を出して運転してくださ

った小山さん、中里さん、ありがとうご

ざいました。      （山下 記）                                     
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オレンジ仲間の裏の顔 

 

 

①パソコン教室の顔 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オレンジハイキングクラブの会員より、パソコンを覚えたいとの要望が出たのは今年 3

月であった。思い立ったが吉日で 4 月より受講者 3 名で始めた。とりあえず文章を打てる

までと言う事で毎週 2 時間、3 カ月で終了する事を目標にした。 

しかし見通しは甘かった。機材設定の不揃い、絶え間ない学習記憶の欠落などなどで遅々

として進まず、でも何故か面白いと言って意欲だけは衰えず、結局テキストを行ったり来た

りしながら 9 月まで延長した。また希望者も増えてきた。 

それならばと、1 年計画でフレンドリーにゆっくりと、しかし肝心なところはみっちりと

学んでいこうと 10 月より月 2 回ペースで最初から再スタートした。  

正式な受講登録者は 6 名で 2 回実施したところである。きっと 1 年後には実用上問題な

くパソコンを操作できる人が６名は誕生し、パソコンで会議資料の作成も｢おれんじニュー

ス｣の編集も出来る人が有り余るほどになる････････と言う夢を描きつつ皆で頑張っている。 

受講者はそんな積りじゃないと言いたいだろうけど。 

(鎗水 記、題字・写真も) 

 

 

 

 

             

 

 

 

 

 

編集部ではオレンジ会員の裏

の顔を募集しています。登山

以外の色んな顔、特技、趣味

自薦他薦なんでも結構です。

取材にまいります。 
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10 月 20 日朝日新聞朝刊より 
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平成新山を背景に集合写真・あちこちから湯気？も出ていた 

サマルカンドブルーの青空の下普賢岳に立つ 
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原稿の少ない月でした。皆さまの山行と活躍の報告、感想で成り

立っている｢おれんじニュース｣です。 

どうかよろしくご協力お願いします。写真も受け付けています。 

10 月 19 日 普賢岳からの景色は一面あざやかな紅葉に変わった 

雲仙新ルートで岩に根を張る 

ヤマグルマ(写真提供・中里氏) 


